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大学英語教育の目指す方向
一 九 州 大学 の新 英 語 カ リキ ュラム の狙 い 一

鈴 木 右 文

1.概 要

本論 では、大学英語教育 を取 り巻 く状況 か ら大学英語カ リキ ュラムの

目指 すべ き方向 を考 え、九州大学で平成26年 度 に開始予定の新英語 カ リ

キ ュラムがいかにそれ に沿 った ものであるかを主張す る。2節 では大学

英語教育 を取 り巻 く情 勢 を概観 して 目指すべ き方向 を見定 め、3節 では

九州大学 の新 旧英語カ リキ ュラムを概説 し、4節 で はそれ らを突 き合 わ

せ て、新 カ リキュラムが妥 当な方 向を向いてい ることを主張 す る。

なお、本稿の執筆 時点 で新 カ リキュラムの内容 には最終 的に確定 して

いない部分 も含 まれてい ることをお断 りしてお く。 また、筆者 は執筆時

点で英語新カ リキ ュラムにつ いて詳細 を詰めてい くワーキ ング ・グル ー

プに所 属 してい るものの、 あ くまで個人 として本論 をまとめたため、本

稿 は筆者 の所属部 署 であ る言語文 化研究 院や英語 科や ワー キング ・グ

ルー プの公式な見解 を示 したもので はない。

2.大 学英語教育 を取 り巻 く情勢 と目指 すべき方 向

2.1CALL

1990年 代 に急速 にCALL(computer-assistedlanguageleaming)が 普及

し、箱物 としてのCALL専 用教室 が従来 のLL教 室 を代替 してい き、九

州大学 で も1997年 にCALL教 室 が導入 された(鈴 木(1998)参 照)。 そ

の後全国 で、外国語教育専用 の教室 ではな く、汎用の コンピュータ教室

で英語 の授業が実施 され るようにもなった。 また ノー トパ ソコンや モバ

イル端末の普及 によって、九州大学では2014年 度 よ り、 コンピュータ教

室 が廃止 され ることとなってお り、代わ りに2013年 度 に教育用 の高性能

な新無線LANシ ス テムが多 くの教 室 をカバ ーす る ようになって、同年

度 の新入 生か らPC必 携化 が実施 され、授業等で求めがあればノー トPC

等 を持参 す ることが求 め られ るよ うになった。 こうして今 では教室 に行

かず に空 き時間 に遠 隔学習(distanceleaming)の 形で気軽 にウェブ上で
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英語 の学習 ができるようになってお り、 その よ うな方向に向か う大学 が

増 え るもの と予測 され る。 また、 ドリル的 な訓練 に関 しては、教室 での
一斉授業 よ りもウェブ上での 自律学習(autonomousleaming)の 方 が高効

率 である と考 え られ るようになって きてお り、人間教師が担 当 して こそ

意 味のあ るタイプの授業 と合 わせ て車 の両輪 としてや ってい くのが効果

的である もの と考 えられ る。

2.2国 際英語検 定試 験 と文部科学省 の施策

日本 の大 学 で は、 すで にTOEFLやTOEICを 何 らかの形 で英語 カ リ

キ ュラムに関係 させてい る ところが多い。九州大学で はeラ ーニングに

よる英語科 目を対象 として これ らの試験 のス コアに基づいた単位認定 が

行 われ てい るが、授業 の成績 の一部 として含 め る とい う大 学 もあれ ば

(九 州大 学 で は新 カ リキ ュ ラムにお いて この方式 も採用 され る ことに

なっている)、卒業要件 として一定のス コア を求めている大学 もある。例

えば長崎大学工学部工学科構造工学 コースで は、社会 で技術者 に求 め ら

れ る最 低限 の水準 として、TOEIC400が 卒 業要件 として設定 されて いる

(http://www,st.nagasaki-u.acjp/course/toeic(ア クセス 日2013/11/07))。 利

用 の方法 は異 なって も、 組織 的に学生 に国際英語検 定試験 を一斉 に受験

させ る大学 は多 い。

最低 限 の要 件 を設定 す る背 景 には、卒 業生 の質 の保証 の観点 が ある

が、一方 で単位認定等 においては、背景 に 日本の大学生 をもっ と海外へ

留学 させ ようとい う全国的 な趨勢 があ る。その意 味で、TOEFLの 他 に英

国 圏の大学へ の留学で求め られ ることの多 いIELTS(lnternationalEnglish

LanguageTestingSystem)が 注 目されて きて いるのも自然な流 れであ る。

こうした趨勢の も とになっているのは、文部科 学省か ら英語教育へ の

テコ入 れを目指 して次 々 と放 たれている矢で ある。例 えば2000年 の 「英

語指導方法等改善の推進 に関す る懇談会報告」、2002年 の 「『英語 が使 え

る日本人』の育成 のための戦 略構想」、2009年 度か らの 「国際化拠 点整備

事業(グ ローバル30)」、2011年 度か らの 「大学 の国際展開力強化事業」、

2012年 か らの 「グローバル人材育成推進事業」 といった具合 であ る。

国際英語検定試験対策 をカ リキュ ラムの中核 に据え た り、大学 の入学

試験 に採用 した りす るこ とに関 しては抵抗 を感 じるが、留学にあたって

は受験 が どのみ ち必須 になるわ けで もあ り、 また大学の英語 カ リキュ ラ
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ム を評価 する プレテス ト・ポス トテス トとして利用す る ことも客観性 の

確保 と比較 の観点か ら望 ましいので、一定 の関与 はむ しろ保 障すべ きで

あ る。

2.3語 彙

従来 の大学英語教育の中で、体系 だった語彙増 強の仕掛 けはあ ま り打

ち立 て られて来 なか った印象 がある。授業 は実技の演 習の場 とい う考 え

方 か ら、単語 を覚 え る作業 は、学生 が個人的 に授業 と別建 てで行 うこと

が期待 されて きたふ しがあ る。 ところが、 ここの ところ、大学 の教員 団

が所属大学 の学生 を対象 とした語彙集 を編纂す る動 きが 目立 って いる。

幾っ か例 を挙 げれば、 『東大英 単』(2009)、 「京大 学術語彙 データベース

基本英単語1100』(2009)、 『東工大英単』(2011)が 有名 であろ う。 これ

は語彙増 強の指針 や 目標 を学生 に示す こ とが英語 担当教員 の仕事 に含 ま

れ る とい う認識 があれば こその出来 事 と言え る。大学英語教育 は積極的

に学習者 の語彙増強 に関与すべ きであ る。

2.4専 門課程 との接続

大学 の英語科 目の履修 者の大多数 は、英語 とい う言語 その ものや それ

を媒体 とした文学 な どを専攻 す る学生 ではない。 では何の ために英語科

目の履修 が求 め られてい るのか と言 えば、大学生 としてふ さわ しい 「学

術 目的の英語」(EAP:EnglishforAcademicPurposes)の 能力 を身 につ ける

ためであろ う。 しか し多 くの場合、英語 の授業 は低年次 に配置 されてい

るため、学部 にお ける専 門分野 にぴた りと寄 り添 った内容 の英語 の授業

とい うことにはな りに くく、 どうい う専門分野 に進 もうともお よそ必要

となる共通基盤 としての 「一般学術 目的の英語」(EGAP:EnglishforGen-

eralAcademicPurposes)を 共通教育 の英語科 目の 目的 とす るの が普通 で

ある。

これで は学部 の特定専 門分野 と低年次の英語科 目との接点 はない とい

うこ とになるが、英語履修 が低年次 だけで は到底英語 を 「モノ」 にする

ことにはっなが らないので、何 らかの形 で低年次以 降 も英語 の学習 が継

続 され るような工夫 が各大学で試み られてい るところである。 その努力

の中で、 「一般学術 目的の英語」 と専門 を橋渡 しす るもの として、 「特定

学術 目的の英語」(ESAP:EnglishforSpecificAcademicPurPoses)が 注 目
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されてい る(EAP,EGAP,ESAPに ついて は田地野(2004)を 参照)。 具

体 的には医学英語 とか経済英語 といったものだが(教 科 書で例 をひ とつ

だけ挙 げれ ば 『薬学英語1』(日 本 薬学英語研究会編))、 これ らは入門的

内容 を持 ったもので、学部 の本格 的な細 かい専門の授業 が その まま英語

で実施 されてい るといった実態 のものではない。

ごく最近で は、ク リル(CHL:ContentandLanguageIntegratedLearning

(内容言語統合 型学習))が 注 目されて いる。 ク リル とは、最近 ヨーロ ッ

パ で広 まってい る英語教育方法 で、理科や社会 など英語 以外 の教科教育

と英語教育 を統合 した ものである(詳 細 はCoyle,Hood&Marsh(2010)、

笹島編(2011)、 渡部良典 ・池 田真 ・和泉伸一(2011)、 和泉伸一 ・池 田

真 ・渡部良典(2012)等 を参照)。

こうして大 学英語教育 は、教養科 目 として内容 的 にも独立 させ る部分

が必要で ある一方 で、専 門への橋渡 しを充分 考慮 して、学習者 の学術英

語 に対す るニーズに応 えてい く必要が あるもの と考 え られ る。

2.5英 文作成 とプレゼン

大学の英語教育 は長年受信技能 に偏 った授業 を実施 していたが、発信

能力の養成が急務 だ と考 え られるよ うにな り、実施 される授業 のほ とん

どが読解 とい った大学 はすっか りな くなってい ると言 って よい。 そ うし

た流れ を促進 してい ることのひ とつ に、理系の学部 や大学院 にお ける国

際学術誌への投稿 や国際学会 での口頭発表の必要性 があ る。研究室単位

で私的 に人 を雇用 して、学生 の論文や プレゼ ンの指導 を任せ ているケー

スもあ り、 そうした ことが得意 な大 学や民 間会社 が、そ うでない大学へ

講師 を派遣 す るようなケースもある。 しか し、 そうした切羽詰 った対応

の前 に、正課 の英語 カ リキュラムの中で、あ る程度論文 や プレゼンに対

応で きる基盤 を形成 する ような授業が あるこ とが望 ましい。英語科 目の

教養 を育む役割 を軽視 する ことは許 され ないが、教養 だけでは片手落 ち

で あるこ とは論 を侯 たないであろ う。

昨今 はそうした学術上 の 目的で英文 を作成 す るニーズに応 えて、全国

の大学で ライテ ィングセ ンターを導入す る動 きがあ る。発祥 はアメ リカ

で あるが、日本 では2004年 に導入 した早稲 田大学 の例 が有名 である。 そ

の他東 京大学 、津 田塾大学、上智大学、立命館 アジァ太平洋大学、龍谷

大学、金 沢工業大学、大阪女学院大学 な ど、多数 の大学 が導入 を果 た し
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て い る(日 本 にお け る ライ ティ ングセ ンタ ー につ いて は吉 田 ・John-

ston・Cornwell(2010)を 参 照)。

こうした作文や プレゼ ンのアシス ト体制 は、今後の大 学英語教 育の中

で重要視 されて い く分野であ ると考 え られ る。

2.6正 課授業以外の対応:SALC

現実問題 として、英語 を 「モノ」 にす るので あれば、大学 が用意 する

正課 の授 業 だ けで は圧倒 的 に学 習時間 が不足 す るの は明 らか で ある。

従 って受講者 には授業以外 で も独 自に学習 を進 めて もらう必 要が あ り、

自分で 自分 の学習 を進 め られる能力 を身 に付 けて もらった り、 あるい は

正課の授業 を離 れて英語学習 についての相談 や資料 の閲覧等 がで きる補

完的体 制 がぜ ひ とも必要 になる。 その ため に昨今注 目され てい るの は

SALC(Self-AccessLeamingCenter(セ ル フ ア ク セ ス ラー ニ ン グ セ ン

ター))で あ る。北米、ヨー ロッパ、アジアの大学 によ く見 られ る施 設で

あるが、日本 においては と りわけ神 田外語大学の もの(http://www.kand-

agaigo.ac.jp/kuis/facilities/bldg6/salc/を参照(ア クセス 日2013/11/13))が

有 名である。

大学 に よってSALCの 実態 は様 々だが、そ こで行われてい ることの例

としては、言語学習 関係 の教材 を利用 した学習、留学関係 の情報 の閲覧、

自己学習 の進 め方の相談 、授業 の選択 に関す るア ドバイジ ング、英語 で

のお しゃべ りの場、 といった ものがある。誰か しら相談窓 口等 のスタ ッ

フが常駐 し、教材 や資料 を揃 え、各種の相談や、特定外 国語 での交流 の

場 を提供 してい る。2003年 にSALCを 開設 した神 田外語大学で は、ひ と

つ の階 をSALCに 充て、 「自分 に ぴった りの英 語学習方法 がみつか る場

所」 と称 し、 その中では 日本語 の使用 を禁 止 し、教材 の貸 し出 しにあた

る職員 も外国語 で対応 してお り、 「エ デュテイ ンメ ン トブース」(海 外映

像 コンテンツ等 を楽 しむ)、 「ライ ティングPCエ リア」(ラ イティング課

題 を こなす)、 「グルー プアクセ スエ リア」(自 由にグルー プで議 論、お

しゃべ り、作業 を行 う)、「リー ディング ラウンジ」(多 種多様 なレベル別

の読 み物 を読 む、貸 出 しも可)、 「リスニ ングステーシ ョン」(洋 楽 も含 め

た各種 リスニ ング素材 に取 り組む)、 「ス ピーキ ング ブース」(防 音仕様 で

人 に聞かれず ソフ トで発音練習 を行 う)と いったコーナーの他 、個別学

習デスクやグル ープ用のマルチメデ ィア会議室 な どがある。 また同大学
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ではMULC(MultilingualCommunicationCenter、 多言語 コ ミュニケーシ ョ

ンセンター)と い う施 設 も設 置 され、建物 内に英語以外の個別言語毎 の

スペース を背景文 化の建築 物 を模 した作 りで配置 し、パスポー トの要 ら

ない海外留学 と称 した異文 化体験空間 としている。神田外語大学 以外 で

のSALCも し くは類似 の施設 として は、新潟大学、新潟県立大 学、宮 崎

大学 、独協 大学、南 山大学、立命館 アジア太平洋大 学、大阪工業大学、

広 島文教女子大学、駿 河台大学 などで導入 され ているが、実 態は多様 で

あ る(部 分 的 な記述 にな るが、SALC関 連 につ いて は茅野 ・小 谷 ・福

本 ・福嶋(2010)を 参照 して欲 しい)。

こうした正課 の授業 を補 完す る施設 はぜ ひ導入 され るべ きであ る。正

課 の授業 だけで英語 を 「モ ノ」 にで きるほ ど英語習得 は甘 くない。

2.7CAN-DOリ ス トとヨー ロッパ言語共通参照枠

ヨー ロ ッパ 言語 共 通参 照 枠(CEFR:CommonEuropeanFrameworkof

ReferenceforLanguages)が 大学英語教育 に関す る議論の中でた びた び登

場 するよ うになってい る。 これは、 ヨーロ ッパ全体で外国語の学 習者 の

習得 状況 を示 す際 に用 い られ るガイ ドライ ンで、1989年 か ら1996年 に

かけて欧州議会が 「ヨー ロッパ市民 のための言語学習」 プロジ ェク トを

推進 したさいに、 ヨー ロ ッパ言語共通参照枠 がその中心的 な役割 を果 た

した。 ヨーロ ッパ言語 共通参 照枠 の 目的は、 ヨーロ ッパのすべての言語

に適用 で きるよ うな学習状況 の評価や指導 といったものの方法 を提供 す

ることである。NHKの 英語講座 のレベル分 けもこれに基づ いていて、下

記 の ようなバ ン ドに分かれてい る。

C2あ らゆ る話題 を理解 して、細 かい意味 の違い も表現 で きる

C1複 雑 な話題 を理解 して、 明確 で論理的 な表現がで きる

B2社 会生活上の幅広 い話題 を理解 して、 自然 な会 話がで きる

B1身 近 な話題 を理解 して、意思 と理 由を簡単 に表 現で きる

A2日 常の基本表 現 を理解 して、簡単 なや りとりがで きる

A1日 常の簡単 な表現 を理解 して、基本的 なや りとりがで きる

AOご く簡単 な表 現 を聞 き取 って、名前や年齢 を伝え られ る

これはいわゆ るCAN-DOリ ス トであ ろう。文部科学省 の 「外国語能力

の向上 に関す る検討会」が2011年 に とりま とめた 「国際共通語 としての

5っ の提言 と具体的施 策」の中では、国 として学習到達 目標 をCAN-DO
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リス トで設 定す ることに言及 がなされてい る。 こうした枠組みで達成度

を見てい くことが世 の潮流 とも言 えそうであ る。因み にIELTSも バ ン ド

ス コアを採用 してお り、セ ンター試験 もその ような方 向に変革 され る と

い う報道 があったばか りで ある。

2.8短 期留学

大学 が学生交流協定 を海外の大 学 と締結 し、1年 程度の期間で相互 に

学 費 を免 除する形 で交換留学 を実施 しているのはよ く知 られてい ること

であ る。 昨今 では 日本人学生 を海外 へ よ り多 く送 り出す こ とが求め られ

てお り、留学 の裾野 を広 げるために、短期 の留学 プログラムが多 く組 ま

れている。 そのための競 争的資金 も、 日本学生支援機構(JASSO)の 留

学生交流支援制度 「シ ョー トステイ ・シ ョー トビジ ット」 をは じめ充実

して きている。 こうした 「ちょっ と現地で異文化体験」 的な プログ ラム

は今後 とも各大学で積極 的に用意 すべ きで あろ う。

3.九 州大学の新英語 力 リキ ュラム

本節で は、新旧カ リキュ ラムを比較す ることによって、 どんな変化 が

生 じるこ とになったのかを まず見てお く。 その事実 を踏 まえ、1節 で見

た世の趨勢 に九州大学 の英語新 カ リキュラムがいかに適合 して いるかを

4節 で主張 してい く。

3.1旧 カ リキ ュラムの概要

九州大 学では これ まで いわゆ る教養教育 を全学教育 と称 して1年 半 に

わ た り学 士課程 の入学者 に対 して実施 して きていた。 その全学教 育の中

で必修 の言語文化基礎科 目の第1外 国語(ほ とん どの学部で何語 を選択

す るかは 自由)と して英語 を選 択 した場合 は、文系学部で7単 位 、理 系

学部 で6単 位 が必修で あ り、4単 位分 を1年 次 に履修 し、2年 次 前期 に

は文 系で2単 位 ・理系で1単 位 を履修、学部 の専門課程 に入 る2年 次後

期 に も1単 位分 だけ履修 す ることとなっていた。

科 目は以下 の通 りで ある。

・1年 前期:「 英語1」 大学 での英語学習への入門 としての リーデ ィン

グ演習

「英語IIA」 パ ラグラ フ単位 の英文 作成 お よびプレゼ ンの
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演習

・1年 後期:「 英語IIIA」 エ ッセイ規模の英文作成お よびプレゼンの演習

「英語IIB」 中級 ウェブ教材 で リーデ ィング、 リスニ ング、

文法 を自律学習
・2年 前期:「 英語IIIB」 上級 ウェブ教材 で リーディング、 リスニ ング、

文法 を自律学習

「英語IV」 複 数 の候補 か ら受講者 が内容 に基 づ きクラス を

選択(文 系のみ)

・2年 後期:「 英語IV」 複 数 の候補 か ら受講者 が内容 に基 づ きク ラスを

選択

これ らのほかに、再履修専用科 目 として 「英語X」 が開講 されていた。

これ らの科 目は言語文化研究院の英語科教員 が主体 となって担当 した

が、年 間で人文科学研究院が文学部 ・教育学部 の学生用 に2コ マの 「英

語IV」、法学研究院が法学部の学生用 に4コ マの 「英語IV」、経済学研究

院が経済学部 の学生用 に3コ マ の 「英語IV」、芸術 工学研 究院 が上記 の

様 々 な科 目を14コ マ担 当 した。

これ らの科 目のほかに、同 じ言語文化基礎科 目の範疇で あ りなが ら受

講者 の所属学部 の特性 を活 か しその学部 の(本 来英語担 当で はない)教

員 による別建 ての名称 の科 目が必修 の単位数 に含 まれてい た。工学研究

院が機械航空学科 の学生向 けに 「技術英語」 を3コ マ、医学研究院が医

学科 の学 生 向け に 「科学英語 演習」 を1コ マ と保健学 科 の学 生向 けに

「医用外 国語」 「医用英会話」 を計4コ マ、芸術工学研究院 が芸術 工学部

の学生 向 けに 「学術英語」 を10コ マ担当 していた。 「英語IV」 と合せ て、

言語文化研究院以外 の専任教員が41コ マ担 当 したことにな る。

この他 に言語文化 自由選択科 目とい うカテゴ リーの中で必修で はない

英語 の授業 があった。 それ らは 「英語 リスニ ング1」 「英語 リスニ ング

II」 「英語会話1」 「英語会話II」 「英語 ライテ ィング1」 「英語 ライ ティ

ングII」 「英語 リーデ ィング1」 「英語 リーディングII」 「英語 リー ディン

グIIIJ「英語 プレゼ ンテーシ ョン1」 「英語 プレゼ ンテーシ ョンII」 「英語

テス ト ・テイキ ング」で ある。

検定試験 に よる単位認定 はTOEFL,TOEICに 基づ く。TOEFL-ITP520、

ToEFL-iBT68、ToEIc645で 英 語IIBの1単 位、ToEFL-ITP570、

ToEFL-iBT88、ToEIc790で 英語IIBと 英語IIIBの2単 位が認定 され る。
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3.2新 力 リキ ュラムの概 要

これ に対 し平成26年 度 か らは、全学教育 は基幹教 育 と名称 を変更 し、

原則 として1年 次 に集 中 して教養教育 を行 い、基幹教 育の中で必修 の言

語文 化基礎科 目の英 語(ほ とん どの学部 が第1外 国語 として英語 を指

定)に っ いて は、文 系学部 で7単 位、工学部建築 学科 と歯学部 と薬学部

で10単 位、 それ以外の理 系学部 で8単 位 を履修す ること となるが、1年

次 に実質6単 位、2年 次以 降卒業 まで に残余 の単位分 を履修 する ことに

なってい る。

科 目は以下の とお りである。
・1年 前期:「 学 術英語1リ ーデ ィング ・リスニ ングA」 受信能力養 成

基礎。

「学術英 語1ラ イテ ィング ・ス ピーキ ングA」 発信能 力養

成基礎。

「学術英 語1CALL-A」 時限 と教室 の設定 のない ウェブ上

の基礎訓練 。

・1年 後期:「 学術英語1リ ー デ ィング ・リスニ ングB」 受信 能力養成

中級。

「学術英語1ラ イ ティング ・ス ピー キングB」 発信 能力養

成中級。

「学術英語1CALL-B」 時限 と教室 の設定 の ないウェ ブ上

の中級訓練。

・2年 以降:「 学術 英語2リ ー ディング ・リスニ ング」発信能力養成 上

級。

「学術 英語2ラ イテ ィング ・ス ピーキ ング」受信能 力養 成

上級。

「学術英語2オ ー ラル ・コ ミュニ ケーシ ョン」対話能力養

成上級。

「学術英語2テ ス トテイキ ング」 テス ト対応英 語能力養成

上級。

「学術英語3個 別 テーマ」学部 専門分野 を意識 した総合英

語能 力養成上級。

「学術英語3科 学 英語」科学分 野 を意識 した総合英語 能力

養成上級。
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「学術英語 ゼ ミ リーディング ・リスニ ング」2単 位 。学術

研究用上級。

「学術英語 ゼ ミ ライティング ・ス ピーキ ング」2単 位 。学

術研究用 上級。

「学術英語 ゼ ミ オー ラル ・コ ミュニケーシ ョン」2単 位。

学術研 究用上級。

「学術英語 認定科 目」2単 位 。海 外研修や集 中講 義等 によ

る。

これ らのほかに、「学術英語1再 履修」が開講 され る。 これ は 「学術英語

1」 の科 目の再履修 専用の科 目であ るが、 「学術英語1CALL-A」 「学術

英語1CALL-B」 については同一 の科 目を再履修 す る。「学術英語2」 「学

術英語3」 「学術英語 ゼ ミ」にっいて は、合格で きなけれ ばまた同 じ範疇

の任意 の科 目を履修すれ ばよいので、再履修 とは呼べ ない。

これ らの科 目に対 し年 間で、基幹教育院 か ら4コ マ、人文 科学研究院

か ら2コ マ、法学研究院か ら6コ マ、経済学研究院か ら3コ マ、 医学研

究 院か ら2コ マ、歯学研 究院か ら2コ マ、薬学研 究院か ら4コ マ、芸術

工学研究 院か ら24コ マ、工学研 究院か ら11コ マ、農学研究院か ら4コ マ

担 当 し、言語文化研究院以外の教員 が62コ マ担 当する ことになる。

旧カ リキュラムで言語文 化 自由選択科 目に含 まれてい た科 目は、概 ね

「学術英語ゼ ミ」 とい うカテ ゴ リーに模様替 えを したもの と言え る。

単位認定 につ いて は、旧カ リキュラムと同様 に 「学術英語1CALL-A」

「学術英語1CALL-B」 で実施 され るほか(詳 細 につ いて は本稿執筆 時点

で まだ確 定 して いない)、 海 外研修 や集 中講義 な どが あ らか じめ認定科

目として設定 され る ことになる。例 えば筆者 が個 人の資格 で企画 ・運営

してい る 「ケンブ リッジ大 学英語 ・学術研修」 も これの対象 になる予定

であ る(鈴 木(2013)参 照)。

4.新 力 リキ ュラムの妥当性

4.1CALL

九州大学 におけるCALL体 制の本 当の評価 は後世 になって決 まると思

われ るが、 これまで の ところ 「正常進化」 を遂 げて きて いるように思 わ

れ る。利 用設備 としては、CALL専 用教室、汎用 コンピュータ教室、 学

生所 有のPCと い うよ うに変化 を遂 げ、新 カ リキュ ラムでは、 いつで も
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どこでで も とい うネ ッ トワーク利 用 の利 点 を最大 限 に活 か した形 とな

る。授業形態 として も、一斉授業 か ら教室 にお ける自律学習へ と変化 を

遂 げ、 さ らに新 カ リキュ ラムでは曜 日時限の設定 や実施教室 のない自律

学習 が採用 されて、受講者 の自由度が増 す。 もちろん学習指導 の体制 も

とられ ることにな る。 この意味で、新英語 カ リキュ ラムのCALL科 目部

分 は昨今の趨 勢に寄 り添 うもので あると言 え る。

4.2国 際英語検定試験 と文部科 学省 の施策

九州大学 の新英語 カ リキュラムでは、従来 と同様 に、国際英語検 定試

験(TOEFLとTOEIC)に よる単位認定 が実施 され る予定 であ り、また新

た に正課 の英語科 目の一部の成績算 出にあたって、学内で実施 され る予

定 のTOEFL-ITPの スコアも しくは その伸 びを考慮す る予定で ある。さら

に、 「学術英 語2」 の カテゴ リーで は、 「学術 英語2テ ス トテ イキング」

とい う、検定試験対策 を内容 とした授業 が用意 され る。

また、国際英語検 定試験 の利用 の背景 となってい る文部科学省 関係 の

施策 を受 けて、九州大学 では英語 に関 して様 々の方策 を取 ってい る。例

えば、全学のすべての授業 の25%を 英語 で実施 する ことを目標 とし(26

年度 か らの基幹教 育のシ ラバ スでは、授業で使 用す る言語 を明示 しなけ

れ ばな らな くなる予定)、 「躍進百大実行計画」 と称 して教育 システムの

国際化改革 を企 図 し、外 国人教員の増 加 を図 り、英語 を使用 した授業 が

で きる教員 を増 やすため海外研修の充実 を図 ってい る。 これ までも2つ

の大学院学府 とすべ ての学部 において、英語 だ けを使用言語 として学位

が取得可能 な コースが設置 され てお り、今後 について は国 際教養 学部 、

大学院国際教養学府 も構想 されてい る。

4.3語 彙

英語能 力の向上 に とって語彙 の増大 が必要 である ことは論 を侯 た ない

が、 これ までは、交換留学、海 外での医師免許、国際業務担当の弁護 士

など、誰 が見 ても高い英語能力の獲得 が差 し迫 って必要で あるような目

標 を明確 に持 ち、同時 にや り遂 げる意思 を持 った一部の学生が、語彙獲

得 に対 して個人的 に並々 ならぬ努力 を払 うとい う図式があ り、英語 カ リ

キ ュラムの中 に、語彙や表現 の増 強の プログラムが特 に組み込 まれて、

入学者全員 に一定 の努力が要求 される とい うことにはなっていなかった。
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しか し、新カ リキ ュラムにお いて は、1年 生 の英語履修者全員 に対 し

て、英語の語彙増 強のプ ログ ラムが含 まれ ることとなった。 そのための

教材 として、九大生 のための語彙 ・表現集 であ る 『九大英単 大学生の

ための英語表現ハ ン ドブ ック』(2014)が 刊行 され た。 これ は平成24～

25年 度 の 『九州大学教育 の質 向上支i援プログラム』(略 称EEP)の 枠 組

み に採択 された 「九大英 語語彙表現集作成 プロジェク ト」(筆者 も研 究分

担者の ひ とり)に よ り作成 され たもので、言語文化研究院 の英語担当教

員6名 が、九大生 にふ さわ しい語彙や表現 の選定や例文作成 に力 を合 わ

せ た結果であ る。3部 構成 で以下の ようになってい る。例文の音声 も無

料で利用可能 であ る。
・第1部:重 要基本語 彙編:学 術英語 の学習 に必要 な動詞、形容 詞、

名詞 を選定 し、 コロケーシ ョンを重視 したオ リジナルの例文 を付 し

た。

・第II部:句 動 詞 編:break ,bring,come,do,get,give,go,keep,make,

takeの 基本 動詞 を用 いた句動 詞の用法 をオ リジナル の例文 で示 し

た。

・第III部:場 面別 の語彙 と表現:キ ャンパス ライ フ、 ソーシャライ ジ

ング、電 子メール、議論、 プレゼ ンテーシ ョン、学術 ・科学、時事

の表現 をオ リジナルの例文で示 した。

この語彙 ・表現集 は 「学術英語1CALL-A」 「学術 英語1CALL-B」 の

定期試 験の出題範 囲に含 まれて学習の成果が問われ ることになる予定で

ある。旧カ リキ ュラムの1年 生 は週 に2コ マの英語授業 を履修 したの に

対 し、新カ リキ ュラムでは実質3コ マ に増 え るため、 その中でさ らに語

彙 ・表 現の作 業 を課 す ことは、 ワークロー ドが過大 である と思われ、消

化不良の可能性 が気 がか りである。本来 なら遅 い場合 は卒業 まで4年 間

かけて達 成 して もよい ように思われ(早 くこなす ことがで きる方が望 ま

しくはあ る)、1年 生の1年 間 だけ に押 し込 めて しまうのは もったい な

いよ うな気 もす る。英語能力 の向上の ため には短期集 中型 の学習が好 ま

しいが、語彙 は息 の長 い取 り組み を要す ると考 え られるか らで ある。

4.4専 門課程 との接続

九州大学の新英語 カ リキュラムで は、事実 上1年 次 に学習す る6単 位

(CALLの2単 位分 は1年 次 に学習す るが、形 式上単位 は2年 次前期の取
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得 とな る)と 、2年 次以降卒業 までに履修す る残余の単位(学 部 によっ

て1単 位 か ら4単 位 まで分かれ る)と で、性格が はっき り区別 され るよ

うに設計 されてい る。

1年 次 に学習す る科 目は、 いわゆる言語文化的教養 のための授業群 で

あ り、「学術英語1(EGAP基 礎)」 と称 し、「学術英語1リ ー ディング ・

リスニ ングA」 「学術英語1リ ーディング ・リスニ ングB」 「学術英語1

ライテ ィング ・ス ピーキングA」 「学術英 語1ラ イテ ィング ・ス ピーキ

ングB」 にお いて四技能 の基盤 的演 習 を行 い、 「学術英 語1CALL-A」

「学術英語1CALL-B」 で はそれ らを補 完す るウェ ブ上 の ドリル が展 開

され る。

2年 次以 降卒業 まで に学習す る科 目は、専 門分野 を意識 した授 業群 で

あ り、 「学術英語2(EGAP上 級)」 「学術英語3(ESAP基 礎)」 「学術英

語 ゼ ミ(ESAP上 級)」 の3段 階 に分 かれ る(必 ず しもこの順 の通 りに履

修 しなけれ ばな らないわ けではな く、2年 次 になってい きな り 「学術英

語 ゼ ミ」 の科 目だけを履修 する ことも可能で ある)。 「学術英語2」 は英

語 とい う言語 その ものの訓練 の意味 が強 く、「学術英語1」 が学術英語 の

基盤形成(前 期)お よび中級編(後 期)と すれ ば、「学術英語2」 はそれ

を受 けた上級編 とい うことになる。 これ らに対 し、「学術英語3」 のカテ

ゴ リーで は、教養的英語科 目と学部 での専門科 目との橋 渡 しとして、「学

術英語3個 別 テーマ」「学術英語3科 学英語」の科 目が提供 され る。 これ

らの科 目は、英語教育 を主務 とした教員 の他、各学部所属で英語教育 を

必 ず しも主務 としない教員が担当す る。各担 当教員 がそれ ぞれの専門性

を発揮 して 内容 的 に各学部 をに らんだ英語 の授 業 を担 当す るのであ る。

これはいわゆるESAPに 相 当するもので ある。 「学術英語 ゼ ミ」も、学生

の専 門分野や関心 に特化 した内容 で、英語力 の伸長 に切実 な動機 を持 っ

学生 を対象 に開講 され る、2単 位 で高負荷 の本格的 な学術英語訓練 であ

り、や は りESAPに 相 当す るもので ある。

このよ うに して新英語 カ リキュ ラムで は、専門 との接続 が よ り丁寧 に

配慮 されてい るもの と言 え る。

4.5英 文作成 とプレゼ ン

新英語 カ リキ ュラムで は、 「学術英語1」 「学術英語2」 「学術英 語ゼ

ミ」の3段 階のカテゴ リーに、 ライ ティング とス ピーキングを内容 とし
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た科 目が設定 されてい る。旧カ リキュ ラムで は 「英語IIA」 「英語IIIA」

の2科 目構成で あったが、新 カ リキュ ラムでは 「学術英語1ラ イテ ィン

グ ・ス ピーキングA」 「学術英語1ラ イテ ィング ・ス ピーキングB」 「学

術英語2ラ イティング ・ス ピー キング」「学術 英語 ゼ ミ ライティング ・

ス ピーキ ング」 の4段 階の科 目が履修 で きるため、英文作成や プレゼ ン

に関す る訓練 を積み たい学生 に とって は明確 な改善 になってい る と言え

よう。

また、九州大学 では新 カ リキュラムの開始後早 々に、 ライティングセ

ンターの機能 を将来持 つ ことになるコーナー を立 ち上 げる予定 に してい

る。人材 や予算 が潤沢 にあるわ けで はない中で新規 の事業 を運営す るこ

とは容易 なことではないが、少 しで も将来 に花が咲 くために種 まきをす

る ことが重要であろ う。

4.6正 課授業以外の対応:SALC

正課 の授業の補 完的体制 が新 カ リキュラムで どう改善 され るかである

が、4.5で 見 たライテ ィングセンターの機 能が その ひとつである。しか し

最 も大 きな存在 は2.6で 見たSALCで あろ う。

九州大学 では、新 カ リキュ ラムが導入 され る26年 度内の なるべ く早 い

時期 に、英 語 学習 に関 して見 識 の あ る常 駐 スタ ッフが待機 す る形 で

SALCを 立 ち上 げたい と考 えてい るが、 そ こで導入 が検討 されてい る機

能 はい くつかある。

まず相談 の機能 であるが、2年 次以降 になっての必修 の英語科 目の選

択(「 リーディング ・リスニ ング」にす るのか 「ライティング ・ス ピーキ

ング」 にす るのか といったもの)に 関す るもの、卒業所要単位 を超 えて

履修 したい場合 の科 目選択 に関す るもの、平常 の英語科 目の予復習等の

勉強方法 に関す るもの、語彙増強 その他正課 とは離 れて学習 する場合の

教材や学習方法 についての もの、交換留学 その他 学内で応募 する ことの

で きる留学 プログ ラム に関す るもの、留学や就職で国際英語検定試験 を

受験 したい場合 の勉 強や受験 の方法 に関す るもの等が考 え られ る。

次 に挙 げ られ るの は英語 を使用 する機会 を提供す る機能 であ る。 ここ

に行 けばスタ ッフや集 まって くる学生等、誰 か しら英語で話す相手 がい

るとい うことになれ ば有 り難 い。せ っか く正課 の英語授業 をい くつ も履

修 して も、実際 に使 う機 会 に乏 しい とい うことは、学生や大学英語教育



大学英語教育の目指す方向33

を評価 す る方 々が共通 に指摘す る問題で ある。 もちろん 日本国 内の こと

であ るか ら英語 圏 と同 じ環境 とい うわ けにはいかないが、少 しでも 「使

う」場 になれ ば とい うのが設 置側 の願 いである。 「場」としての雰囲気が

醸成で きれば、 ここでな ら日本人同士で英語 を話 しても違和感 が少 ない

とい うことにな るかも しれず、英語 を話す ことに対 する抵抗感 を減 らす

こ とにっ なが る可能性 がある。

さらに、資料や教材 、ソフ ト類の閲覧 の機能 があ る。英語圏 のDVDの

鑑賞、検定試験対策教材や発音 ソフ トの試用、英語学習や英語圏文化 な

どに関す る書籍 の閲覧 な どが考 え られる。幸 い九州大学 ではPC必 携化

によ り学生(25年 度新入生 か ら)は ノー トPCを 所 有 してい るので、 た

とえ ブース に専用 のパ ソコ ンやDVDデ ッキを用意 しな くて も、 学生 は

自分 の機材 を使用 すればよい ことになる(実 際に専用機材 を用意す るこ

とになるか どうかは未定で ある)。

また将来 的には、英語 キャンプの運営 や、 国際交流 イベ ン トの主催 な

どが実現 すれば素晴 らしく、英語 学習 に関する ことは何で も ここへ行 け

ば解 決の方 向に向か うとい うことになる とよい。 その よ うに考 え ると、

ライテ ィングセンターの機能 も早々 にSALCに 含 まれ る ことになるか も

しれない。

なお、 開設 当初 は英語 だけの取 り扱 いになるかも しれ ないが、英語だ

けに限 らず、 その他可能 な言語 についての機能 も持 たせ うるもの と考 え

てい る。

4.7CAN-DOリ ス トとヨー ロ ッパ言語共通参照枠

レベル分 けをCAN-DOリ ス トに基 づ いたい くつ かのバ ン ドで行 うと

い うことは、 カ リキュラムの中の積 み上 げ方式 に反映 されてい る。旧カ

リキ ュラムでは、同 じ技能 についての科 目の レベル分 けについて は 「英

語IIA」 「英語IIIA」 と 「英語IIB」 「英語IIIB」 の2段 階2種 類 に見 ら

れたが、新 カ リキュラムで は、 「リーデ ィング ・リス ニング」 「ライテ ィ

ング ・ス ピー キング」 の2種 類 につ いて 「学術英語1A」 「学術英語1

B」 「学術英語2」 「学術英語 ゼ ミ」の4段 階 あると言 え る。 また 「CALL」

にっいては 「学術英語1A」 「学術英語1B」 の2段 階 ある。 これ に加 え

て、科 目群 の レベル分 け として 「学術英語1(EGAP基 礎)」 「学術英語

2(EGAP上 級)」 「学術英語3(ESAP基 礎)」 「学術英語 ゼ ミ(ESAP上
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級)」 の4段 階 が あ る。 こ う して 見 れ ば、新 カ リキ ュ ラム で は レベ ル分 け

が よ り精 密 に な って お り、 充実 が 図 られ て い る と言 え るだ ろ う。

4.8短 期 留 学

新 カ リキ ュ ラム で は短 期 留 学 へ の配 慮 が新 た に含 まれ て い る。 あ らか

じめ認 め られ た短 期 留学 プ ログ ラム の場 合 は、 は じめか ら単 位 認 定 科 目

と して 登 録 され 、他 の科 目 と同様 の成 績 処 理 が な され る こ とに な る。 さ

らに、SALCに お い て留 学 関係 資 料 の閲 覧 と相 談 が 可能 にな る。

5.結 語

九 州 大 学 が26年 度 の新 入 生 か ら英 語 の新 カ リキ ュ ラ ム を導 入 す る に

あ た り、本 論 で は、 新 カ リキ ュ ラ ム が昨 今 の大 学英 語 教 育 で の新 展 開 や

潮 流 に沿 った もの で あ り、 妥 当 な もの で あ る とい う こ とを主 張 した。
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